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2021 年 3 月 5 日  

若手技術者への水路保全技術の継承 

『水路トンネル維持管理の手引き』発刊に伴う報告会を開催     

公益社団法人 土木学会 エネルギー委員会 新技術・エネルギー小委員会    

 

                   

                     記 

    水路保全技術の実務者育成に関する調査・研究分科会活動報告会 

【詳細】 

1. 日時：2021 年 3 月 9 日 (火) 15：00 ～ 17：00 

2. 会場： Web (Zoom)参加  ※一般の「会場参加(土木学会 講堂)」申込は終了いたしました。 

3. 参加費：無料  

4. 定員： 150 名（WEB 参加） 

5. 申込み：http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp 該当行事右側の「申込画面」よりお進みください 

6. CPD 受講申請：https://forms.gle/hoofj1Bh8XHghsey5 【CPD 単位 2.0（JSCE21-0059）】 

7. 申込み期限： 2021 年 3 月 7 日（日）（WEB 参加） 

※報道機関の皆様へ：会場（土木学会 講堂）での取材をご希望の際は、下記担当者までご連絡ください。 

8. 主催：公益社団法人土木学会 エネルギー委員会 新技術・エネルギー小委員会 

9. 詳細 URL：https://committees.jsce.or.jp/enedobo/node/81 （エネルギー委員会ホームページ） 

 

公益社団法人土木学会（会長 家田 仁）は、3/9(火) に「水路保全技術の実務者育成に関する調

査・研究分科会活動報告会」を開催します。 

 純国産エネルギーである水力発電の導入・拡大への期待が高まる一方で、経済性に優れた開発

適地は過少化しており、既存の水力発電所を維持管理する上で、水路トンネルの維持管理の重要

性が高まっています。一方で、最近は、水路トンネルの維持管理が、アウトソーシング化される傾

向にあり、若手技術者への水路保全技術の継承が課題となっています。 

本調査・研究分科会では、現状の課題に対応すべく調査・研究を進め、この度、土木学会図書

「水路トンネル維持管理の手引き」を発刊するに至り、また、手引きの概要を説明する報告会を

開催する運びとなりました。 

本書では、水路トンネル設備固有の特徴を踏まえ、若手技術者が、現場で判断・対処すべき指

南書として、更に、中堅技術者の若手技術者育成にも役に立つことを意図し、調査・研究の成果

としてまとめております。また、農業用水・工業用水の水路トンネルの維持管理に携わる保全技

術者の方々にも、実務に役立つものと考えております。 

是非この機会にご参加ください。 
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10. プログラム（案）：  

15:00～15:05  (1)開会挨拶 

          [小委員会委員長]   山田 安秀氏  

15:05～15:15  (2)水路保全技術の実務者育成に関する調査・研究分科会の活動 

          [分科会主査]   日比野 悦久氏 

15:15～17:00   (3)「水路トンネル維持管理の手引き」の概要(会場での質疑応答を含む) 

          [分科会主査]   日比野 悦久氏 

          [委員]   田村 孝史氏 

          [委員兼幹事]   中川 伸二氏   

               

【お問合せ先】 

公益社団法人土木学会 研究事業課 

            事務局担当者：小澤   TEL：03-3355-3559   E-mail : k-ozawa@jsce.or.jp  

mailto:k-ozawa@jsce.or.jp

